
 

 

 

 

 
トラッキング調和 
SAP Business Network Freight Collaboration と SAP 
Business Network Global Track and Trace 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

公開 



アジェンダ 
 

 

1. イントロダクション 

2. 新しいアプリ '運送実行管理' 

3. FC と GTT で将来的にサポートされるユースケース 

4. FC 荷主と GTT ソリューションオーナーにとって、これは何を意味しますか。 
a) 基本追跡を使用する FC 荷主 

b) データ提供者との B2B 接続を介して作業する GTT ソリューションオーナー 

c) GTT ソリューションオーナーは、高度な追跡機能を活用して、一部のデータ提供者および FC 荷主に Web UI を介してレポー

トを依頼することを計画しています。 

5. これは運送業者にとって何を意味しますか。 
a) レガシー 'レポート対象の運送業者運送指図' アプリを使用する運送業者 

b) API または EDI を介して接続する運送業者またはデータ提供者 

c) Web UI を介したレポートに新しく必要な運送業者またはデータ提供者 

6. 詳細情報の入手先 
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イントロダクション 



紹介：トラッキングの調和、LFA-E-96 
 
 
 
 
 

 

イノベーション対象：荷主および運送業

者 (FC)、ソリューションオーナー、および

データ提供者 (GTT) 

イネーブルメントモデル：自動的に有効化さ

れますが、ユーザーは新しいアプリケーション

に切り替えるタイミングを自分で決定できます

。* 

機能の説明: 
 

SAP Business Network for Logistics で調和のとれた追跡エクスペリエンスを確立します。現時点では、機能は 

SAP Business Network Freight Collaboration (FC) - Order Management and Dock Appointment Scheduling - およ

び SAP Business Network Global Track and Trace (GTT) に分散されています。 

 

将来的には、新しい '運送実行管理' アプリケーションの Web UI を介したマニュアルイベントレポートの

トラッキング情報および共通のルックアンドフィールの一元的なテーブルが提供されます。FC および 

GTT でサポートされるトラッキングシナリオが改善されました。 

 

現在のアプリ '運送移動トラッキング' (FC で荷主が利用可能) および 'レポート対象の運送業者運送指図' 



(FC で運送業者が使用可能) は新しいアプリに置き換えられ、2026 年 5 月に非推奨になる予定です。 
 

 

* 旧アプリケーションは、非推奨になるまで引き続き使用することができます。  4 



追跡の調整 

 

ソリューション: SAP Business Network Freight Collaboration および SAP Business Network Global Track and 

Trace 

ソリューションエリア: 追跡実行 

ペルソナ：荷主および運送業者 (FC)、ソリューションオーナーおよび運送業者 (GTT) 

 

主な利点: 

荷主は、シップメント実行に関するインサイトを取得し、拡張された新

しい '運送実行管理' アプリケーションを使用してロジスティクス実行イ

ベントをレポートできるようになりました。 

運送業者 (FC および GTT) は、計画イベントおよび計画外イベントをレポー

トし、新しい '運送実行管理' アプリケーションで他のビジネスパートナによ

ってレポートされたイベントを表示することができます。 

ソリューションオーナーは、で Web UI を介して運送業者からレポートされ

たイベントを確認することができます。 

'シップメントトラッキング' アプリケーションを管理することができます。 
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新しいアプリ '運送実行管理' 



ユーザストーリー - 荷主向けの運送実行管理アプリ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Bob Smith 

荷主 

運送実行を効率的に管理したいと考えています。Web イ

ンタフェースを介して、または API を介して B2B を使

用してイベントをマニュアルでレポートするかどうかに

ついて、ビジネスパートナが柔軟に対応している必要が

あります。さらに、ビジネスパートナに代わってイベン

トをレポートできるようにします。 

新しいアプリケーション '運送実行管理' では、以下を実行するこ

とができます。 

- 運送業者のマイルストーンの表示 

- 計画イベントおよび計画外イベントのレポート 

- 見積または遅延のレポート 

- イベント履歴の表示 

シップメント実行に関するイン

サイトを取得して、運送実行を

効率的に管理しながら、イベン

トの受信方法に柔軟に対応する

必要があります。 



- 添

付

ファイルの表示 
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ユーザストーリー - Web ポータルアプリケーションによるイベントのレポート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

トーマス・ミ

ラー・キ

ャリア 

運送実行のイベントレポートは簡易である必要があり

ます。B2B 統合を使用してレポートするか、Web イン

タフェースを介してマニュアルでレポートするかを柔

軟にする必要があります。 

新しいアプリケーション［運送実行管理］では― 

Web ベースのアクセスを使用して、以下を行うことができま

す。 

- マイルストーンイベントのレポート 

- 見積を含む計画イベントおよび計画外イベント

のレポート 

- ドキュメントレベルまたはイベントレベルでの遅延のレポ

ート 

 

簡単にイベントを報告したい。 



- イベ ント履歴の表示 
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以下のビデオでは、作業方法について説明

します。 

'運送実行管理' アプリを使用 



 
 

 

FC と GTT で将来的にサポートされるユース

ケース 



 

  

'運送実行管理' アプリ使用時のユースケースの区別 
 
 
 

 

 
 

 
 

 
Web 
UI 

運送業

者荷主 

マイルストーン

/ETA マイルスト

ーン/ETA 

マイルストーン
/ETA 運送

業者 

マイルストーン/ 

 

 
Web UI 

倉庫オペレータ*** ゲ

ートオペレータ*** 

イベントのロード中 

 

ゲートチェックインおよびチ

ェックアウト 

マイルストーン
/ETA 

ETA/GPS ソリューションオーナー 

 

 

 
API 

 
マイルストーン/ETA 

運送業者/可視化プロバイダ 

 

マイルストーン

/ETA マイルスト

ーン/ETA 

マイルストーン/ 

ETA/GPS データ提供者** 

 

 
API 

 

運送業者によるマイルストーンおよび ETA の

基本追跡 

または可視化プロバイダー 

詳細追跡 (地理的位置の更新、地図ビューなど) 

可視化プロバイダーとのつながり 

 



 

 

* '運送実行管理' アプリを介したイベントレポートの追跡は、S/4HANA、外注 (運送業者運送指図のみ)、または SAP Business Network Global Track and Trace を介して開始することができます。イベントが S/4 と同期されます。追跡 

S/HANA から 'シップメントトラッキング' アプリケーションを使用して開始され、S/4 に同期されます。 

** データ提供者は、可視化プロバイダまたは運送業者です。 

*** 'Dock Appointment Scheduling' アプリケーションによるレポートイベントは '運送実行管理' アプリに伝播されます。  20 



詳細比較 - 前と後 
SAP Business Network Freight Collaboration 

 

 

機能 輸送モード ビジネスパート

ナ 

現在のオプシ

ョン 

2511 より後のオ

プション 

Web UI によるマイルストーンおよび ETA レポート 陸路 運送業者 ✓ ✓ 

Web UI によるマイルストーンおよび ETA レポート 海上 運送業者 × ✓ 

Web UI によるマイルストーンおよび ETA レポート 陸上、海上 荷主 × ✓ 

マップビュー ('運送移動トラッキング' アプリケーション) 陸上、海上 荷主 ✓ × 

API によるマイルストーンおよび ETA レポート 陸上、海上 運送業者 ✓ ✓ 

API によるマイルストーンおよび ETA レポート 陸上、海上 可視化プロバイダ ✓ ✓ 

API による地理空間レポート 陸上、海上 運送業者 ✓ × 

API による地理空間レポート 陸上、海上 可視化プロバイダ ✓ × 

Web UI によるレポートのロードおよびアップロード 陸路 倉庫オーナー ✓ ✓ 

Web UI によるチェックインおよびチェックアウトレポート 陸路 ゲート操作者 ✓ ✓ 
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詳細比較 - 前と後 
SAP Business Network Global Track and Trace 

 

 

機能 輸送モード ビジネスパート

ナ 

現在のオプシ

ョン 

2511 より後のオ

プション 

Web UI によるマイルストーンおよび ETA レポート 道路、海上、航空、小包 運送業者 × ✓ 

Web UI によるマイルストーンおよび ETA レポート 道路、海上、航空、小包 ソリューションオー

ナー 

✓ ✓ 

マップビュー (すべてのフルフィルメントトラッキングアプリケー

ション) 

道路、海上、航空、小包 ソリューションオー

ナー 

✓ ✓ 

API によるマイルストーンおよび ETA レポート 道路、海上、航空、小包 データ提供者* ✓ ✓ 

API によるマイルストーンおよび ETA レポート 道路、海上、航空、小包 ソリューションオー

ナー 

✓ ✓ 

Web UI による地理空間レポート 道路、海上、航空、小包 データ提供者* × × 

Web UI による地理空間レポート 道路、海上、航空、小包 ソリューションオー

ナー 

✓ ✓ 

API による地理空間レポート 道路、海上、航空、小包 データ提供者* ✓ ✓ 

API による地理空間レポート 道路、海上、航空、小包 ソリューションオー

ナー 

✓ ✓ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 

 

* データ提供者は可視化プロバイダまたは運送業者です。22 



 
 

 

FC 荷主と GTT ソリューションオーナーに

とって、これは何を意味しますか。 



 SAP Business 

 にサブ

スクライブしている顧客 

SAP Business 

 に登録 、高

度な追跡を活用したい顧客 

SAP Business 

 をサブスクライブしている顧

客 

既存顧客向けの変更と推奨される次のステップ 
 

 

 

• バックエンド更新における整合性の拡張 

• 運送業者と荷主は、Web UI の '運送実行管理' 

アプリを使用して、マイルストーン、ETA、お

よび計画外イベントをレポートすることができ

ます。 

• 海上運送トラッキングを利用可能 

• 異なる SKU 間の整合性の強化および 

システム 

• 運送業者と荷主は、Web UI の '運送実行管理' 

アプリを使用して、マイルストーン、ETA、お

よび計画外イベントをレポートすることができ

ます。 

• 地理的位置の更新およびマップビューのサポ

ート終了 

• '運送実行管理' によるイベントレポート 

運送業者向けアプリ Web UI 

• ソリューションオーナーは、によってレポートされた

イベントを確認することができます。 

運送業者は、'シップメントトラッキング' アプリで 

Web UI を使用 

• IDoc 抽出機能を使用しない SOAP メッセー

ジ 

TransportationOrderGenericTrackRequest_out 

もサポートされます (限定範囲、スライド 9)

。 

 

イネーブルメントステップ 

1. ビジネスユーザに新規アプリケーションに

ついて通知し、新規ロールテンプレートを

ロールコレクションに追加する 

2. 新しいアプリ '運送実行管理' への切替 

2026 年 5 月より前 

3. 運送業者に新しい '運送実行管理' アプリケー

ションを使用するよう促す 

有効化の手順: 

1. 高度な追跡のための SAP Business 

Network Global Track and Trace へのサブ

スクライブ* 

2. Web UI から運送業者レポートを有効化す

る場合のシステム設定 (スライド 9 および 

10 の詳細を参照) 

3. 新規アプリケーションについてビジネスユーザ

に通知します。 

およびロールコレクションへの新規ロールの追加 

4. 新しいアプリ '運送実行管理' への切替 

2026 年 5 月より前 

5. 運送業者に新しい '運送実行管理' アプリケーショ

ンを使用するよう促す 



有効化の手順: 

1. システム設定 (Web UI から運送業者レポー

トを有効化する場合) (スライド 9 および 10 

の詳細を参照) 

2. 要求された場合、'運送実行管理' アプリを

使用してイベントをレポートできることを

運送業者に通知します (得意先がイベント

レポートに API を利用するだけの場合は影響

はありません)。 

 
 
 

* 既存の FC 統合を可視化プロバイダと再利用することができます。24 



 
 

 

基本追跡を使用する FC 荷主 



有効化のステップと注記 
 

 

管理者ユーザは、新しいロールコレクションを作成するか、新しいロールテンプレート 'ManualReportingDisplayTemplate' 

および 'ManualReportingProcessTemplate' を既存のロールコレクションに追加する必要があります。既存のロールコレクシ

ョンに追加されると、そのロールコレクションのユーザにアプリへのアクセス権が付与されます。新しいロールコレクショ

ンが作成された場合は、そのロールコレクションにユーザを追加する必要があります。。* 

 

できるだけ早く、新しいアプリケーション '運送実行管理' の使用を開始してください。ただし、旧アプリケーション 'レポー

ト対象の運送業者運送指図' および '運送移動トラッキング' は、非推奨になるまで引き続き使用することができます。 
 
 

 



* SAP は、運送業者の本稼動テナントにおける運送業者のロールコレクションを拡張する。ただし、テストテナントでは、荷主はテスト運送業者のロールを拡張す

る必要があります。  26 



旧アプリの非推奨化 
 
 

 

荷主運送移動トラッキングアプリ  レポート対象の運送業者運送業者運送指図 
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運送伝票レポートオプション 
 
 
 
 
 

 

運送伝票タイプ レポート方法 設定 変更: 

 

陸上運送業者運送指図 
マニュアル 

外注/GTPRO 
変更なし 

 
API GTPRO が必要 変更なし 

  

マニュアル 

 

GTPRO が必要 新機能 
海上運送予約  

 
API GTPRO が必要 変更なし 

 
 

 

GTPRO - TransportationOrderGenericTrackedProcessRequest_Out メッセージ 



システム接続またはパートナ接続設定に関する変更なし  
28

 



 
 

 

GTT ソリューションオーナーは、データ提

供者との B2B 接続によってのみ作業します

。 



GTT ソリューションオーナーは、データ提供者との B2B 接続によってのみ

機能します。 

 

拡張機能は、現在のユースケースには影響しません。変更や次のステップは必要ありません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
32 



 

 

GTT ソリューションオーナーは、一部のデ

ータ提供者および 

高度なトラッキングを活用した FC 荷主 



SAP Business Network Freight Collaboration に登録しているが、高度な追跡を活用したい顧客 

システム 
ID 

論理システム 

有効化ステップおよび注記 1 
 

 

1. SAP Business Network Global Track and Trace にサブスクライブしてオンボーディングしておきます。 

2. GTT で運送伝票を追跡する方法を決定します。 

 オプション 1: 標準 IDoc を使用して TM 伝票を GTT に送信します (推奨*)。詳細については、標準抽出機能コ

ードの使用を参照してください。 

 オプション 2: SOAP メッセージ (TransportationOrderGenericTrackedProcessRequest_Out) で TM 運送業者運

送指図/運送予約を GTT に送信できるようにする (カスタマチケット経由、コンポーネント SBN-LBN-INT)** 

 オプションを 1 つだけ選択してください 

3. S/4HANA から BN4L のロケーションマスタへのロケーションの複製 

4. 'システム接続' アプリでシステム ID および論理システム ID を更新してください (スクリーンショットを参照) 

 

 
 

https://help.sap.com/docs/business-network-global-track-and-trace/administration-solution-owner/onboarding
https://help.sap.com/docs/business-network-global-track-and-trace/send-documents-from-erp-to-gtt/using-standard-codes
https://help.sap.com/docs/business-network-global-track-and-trace/send-documents-from-erp-to-gtt/using-standard-codes
https://help.sap.com/docs/business-network-global-track-and-trace/send-documents-from-erp-to-gtt/using-standard-codes
https://help.sap.com/docs/business-network-global-track-and-trace/application-help/managing-locations
https://help.sap.com/docs/business-network-global-track-and-trace/application-help/creating-connection


 

SAP Business Network Global Track and Trace に加入している顧客に適用されるステップ。 

*長所：FU、複数のトラッキング単位（コンテナなど）、S/4 からレポートされたイベント、カスタマイズされたイベントレポートを含む高度な追跡をサポートしますが、追加の設定が必要です。 
34 

** 長所: この SOAP メッセージを運送移動トラッキングアプリですでに使用しているものの、範囲が限定されている場合 (例: 1 つのトラッキング対象オブジェクト (例: シップメントごとに 1 コンテナ) 
の FO および FB のみ) は、労力が軽減されます。 



SAP Business Network Freight Collaboration に登録しているが、高度な追跡を活用したい顧客 

有効化ステップおよび注記 2 
 

 

 

6. Web UI による運送業者マニュアルレポートの設定 

• 運送業者オンボーディングガイドを介してオンボーディングを行う運送業者を招待します (注記: 運送業者の

オンボーディングチームに連絡して、運送業者 LBN ID と運送業者 ID (例:可視化プロバイダサービスを利用

するための SCAC コード。または、'パートナ接続設定' アプリのカスタムヘッダで代替 ID を更新します (キ

ーとして "LBN_CUSTOM_CARRIER_ALT_ID" を入力し、値として "SCAC#1234" を入力します)。 

• ビジネスパートナマスタで運送業者の LBN ID を更新します (S/4HANA でのビジネスパートナ LBN ID の更新な

ど)。 

• gttft1 モデルで、イベント-アクションスクリプトの carrierListForManageFreightExecution 値の運送業者 LBN 

ID を更新します。 

• '運送実行管理' アプリと同じ方法でイベントを処理するには、イベントステータスを 

'モデル管理' アプリの実際の技術タイムスタンプによってトリガされる - トラッキング対象プロセスの編集を

参照 

• 'パートナ接続設定' アプリでエントリを調整します。たとえば、以前に更新された "SCAC#1234" は 

LBN ID で置換 - 'パートナ接続の登録' を参照 

7. 荷主が '運送実行管理アプリ' を使用する準備を行う (オプション) 

• 管理ユーザは、新しいロールコレクションを作成するか、新しいロールテンプレート 

'ManualReportingDisplayTemplate' および 'ManualReportingProcessTemplate' を既存のロールコレクション

に追加する必要があります。既存のロールコレクションに追加されると、そのロールコレクションのユーザ

にアプリへのアクセス権が付与されます

。新しいロールコレクションが作成され

た場合は、そのロールコレクションにユ

ーザを追加する必要があります。 

https://help.sap.com/docs/business-network-global-track-and-trace/activate-account/introduction
https://help.sap.com/docs/business-network-global-track-and-trace/application-help/invite-business-partners
https://help.sap.com/docs/business-network-global-track-and-trace/application-help/updating-business-partners-lbn-id
https://help.sap.com/docs/business-network-global-track-and-trace/model-administrator/edit-tracked-process
https://help.sap.com/docs/business-network-global-track-and-trace/application-help/create-partner-connection


LBN ID のすべての運
送業者: 

定義された運送業者を
指定します。 

 
 
 

 
 

 
 

 

 

"シップメント" のトラッキング対象プロセスの編集 

 
 
 
 
 
 
 

 

SAP Business Network Global Track and Trace にサブスクライブしているお客様に適用されるステップ。  
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前提条件、制限事項、注意事項 
顧客ユースケースごとの追加 

 

 

制限 

• 期日超過は GTT から '運送実行管理' アプリに転送されません 

• シップメントトラッキングアプリでは、さまざまなソースからレポートされたすべ

てのイベントを表示することができます。一方、'運送実行管理' アプリでは、事前

定義されたイベントのみを表示できます。 

• ユーザ定義モデルはサポートされていません (現在、標準 gttft1 モデルによるマ

ニュアルレポートのみがサポートされています)。 

• POD (出荷証明) および POPU (ピックアップ証明) イベントには添付文書が含まれている必要があります 

• 各シップメントには少なくとも 2 つの地点が必要であり、各地点には計画イベントが必要です。 

• 特別な場所の作成はサポートされていません 

 

注意 

 運送業者 ID と運送業者 LBN ID のマッピングは、運送業者と可視化プロバイダ

の両方でイベントをレポートする場合に不可欠です。インシデントを登録する

か、運送業者オンボーディングチームに連絡し、SCAC、DUNS、MAC ID な

どの有効な運送業者 ID を入力してください。それ以外の場合は、運送業者ご

とにこのようなマッピングを 



'パートナ接続設定' アプリのカスタムヘッダセクション。 

* 一般的に適用される前提条件、制限、および注意事項は、スライド 11 に記載されています。  
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可視化プロバイダ (API 経由) と運送業者レポートイベント (webUI 経由) の両方

を使用する場合 

パートナ接続の設定 
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運送業者が WebUI を介してイベントのみをレポートする場合 

 
 

 

パートナ接続設定アプリで

変更を行う必要はありませ

ん。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
39 



 
 

 

これは運送業者にとって何を意味しますか

。 



 
 

 

レガシー 'レポート対象の運送業者運送指図' 

アプリを使用する運送業者 



レガシー 'レポート対象の運送業者運送指図' アプリを使用する運送業者 
 

 

現在 'レポート対象の運送業者運送指図' アプリを

使用している運送業者は、2026 年 5 月に非推

奨になる前に十分な時間を取って、新しい '運

送実行管理' アプリの使用をできるだけ早く開

始する必要があります。 

アプリの使用方法に関する運送業者向けの詳

細なハウツービデオについては、ここを参照

してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

https://connectsupport.ariba.com/sites%23item-view%26/214481
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API または EDI を介して接続する運送業者ま

たはデータ提供者 



API または EDI を介して接続する運送業者またはデータ提供者 
 

 

現在 API または EDI を使用してレポートしている運送業者およびデータ提供者については、変更はあ

りません。 
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Web UI を介したレポートに新しく必要な

運送業者またはデータ提供者 



Web UI を介したレポートに新しく必要な運送業者またはデータ提供者 
 

 

荷主/ソリューションオーナーからの通知を待機します。 

SAP Business Network for Logistics に有効なアカウントがない運送業者は、荷主またはソリュ

ーションオーナーからネットワークに参加するための招待を受信します。招待の受信後にアカウ

ントを有効化するための詳細なガイドについては、こちらを参照してください。 

さらに、荷主またはソリューションオーナーは、新しい '運送実行管理' アプリを使用してレポー

トする場合は、運送業者に通知する必要があります。運送業者の管理者は、'ユーザ管理' アプリ

で必要なロールを割り当て、関連するビジネスユーザに通知する必要があります。 

'運送実行管理' アプリの使用に関する運送業者向けのステップバイステップのチュートリアルビデオは

以下のとおりです。 

ここからアクセスできます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

https://help.sap.com/docs/business-network-freight-collaboration/activate-account/getting-started-with-sap-business-network-for-logistics-via-lightweight-onboarding
https://connectsupport.ariba.com/sites%23item-view%26/214481
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詳細情報の入手先 



詳細情報の入手先 

 
SAP Help Portal - 新機能 

調和の追跡に関する SAP Community ブログ追跡調

和機能の詳細デッキ 

「運送実行管理」アプリに関する運送業者のハウツービ

デオ SAP Business Network Freight Collaboration L2 

SAP Business Network Global Track and Trace L2 SAP 

Business Network for Logistics 入門 

 
 
 
 
 
 
 
 

https://help.sap.com/whats-new/e2a5d227cd634404876a39e85cfe3ef4?Product=SAP%2BBusiness%2BNetwork%2C%2Bintelligent%2Binsights%2Badd-on%3BSAP%2BBusiness%2BNetwork%2BGlobal%2BTrack%2Band%2BTrace%3BSAP%2BBusiness%2BNetwork%2BFreight%2BCollaboration
https://help.sap.com/whats-new/e2a5d227cd634404876a39e85cfe3ef4?Product=SAP%2BBusiness%2BNetwork%2C%2Bintelligent%2Binsights%2Badd-on%3BSAP%2BBusiness%2BNetwork%2BGlobal%2BTrack%2Band%2BTrace%3BSAP%2BBusiness%2BNetwork%2BFreight%2BCollaboration
https://help.sap.com/whats-new/e2a5d227cd634404876a39e85cfe3ef4?Product=SAP%2BBusiness%2BNetwork%2C%2Bintelligent%2Binsights%2Badd-on%3BSAP%2BBusiness%2BNetwork%2BGlobal%2BTrack%2Band%2BTrace%3BSAP%2BBusiness%2BNetwork%2BFreight%2BCollaboration
https://community.sap.com/t5/supply-chain-management-blog-posts-by-sap/harmonizing-tracking-across-sap-business-network-for-logistics/ba-p/14273879
https://community.sap.com/t5/supply-chain-management-blog-posts-by-sap/harmonizing-tracking-across-sap-business-network-for-logistics/ba-p/14273879
https://connectsupport.ariba.com/sites%23item-view%26/214407
https://sapvideo.cfapps.eu10-004.hana.ondemand.com/?entry_id=1_6qad6zo4
https://sapvideo.cfapps.eu10-004.hana.ondemand.com/?entry_id=1_6qad6zo4
https://sapvideo.cfapps.eu10-004.hana.ondemand.com/?entry_id=1_6qad6zo4
https://sapvideo.cfapps.eu10-004.hana.ondemand.com/?entry_id=1_6qad6zo4
https://dam.sap.com/mac/u/a/E8uSZ6X.htm?rc=10
https://dam.sap.com/mac/app/p/pdf/asset/preview/3Ry2VRt?ltr=a&rc=10
https://help.sap.com/docs/business-network-global-track-and-trace/activate-account/introduction
https://help.sap.com/docs/business-network-global-track-and-trace/activate-account/introduction
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ありがとうございます。 

 

質問にお答えいただければ幸いで

す。 
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